
大阪府大阪市此花区西九条1丁目28番13号

ロジスティード西日本株式会社
代表取締役社長　畠山　和久

貸 　 借　  対　  照 　 表
（2024年3月31日現在）

（単位：千円）

科　　　　　目 科　　　　　目 金　　　額

【資産の部】 【負債の部】

16,013,881 8,523,775

100,166 3,224,692

12,100 615,750

416,082 453,057

9,831,967 1,599,209

41,673 1,888,199

446,671 55,655

187,602 467,778

4,837,893 41,281

106,051 119,794

16,087 58,355

17,586 3,029,222

7,076,332 1,160,850

4,681,172 307,875

2,142,999 1,463,505

44,039 2,104

336,856 55,402

101,274 24,024

424,382 10,603

1,276 4,857

1,629,854 11,552,997

488 【純資産の部】

169,750 11,537,216

160,934 200,000

8,816 60,000

2,225,409 60,000

6,710 11,277,216

855,284 50,000

1,345,769 11,227,216

15,000 8,628,000

445 50,744

2,200 2,548,471

11,537,216

23,090,213 23,090,213

（注） 記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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利 益 準 備 金

原 材 料 及 び 貯 蔵 品

前 払 費 用

差 入 保 証 金

契 約 資 産

リ ー ス 資 産

有 形 固 定 資 産

土 地

未 払 費 用

未 払 法 人 税 等

資 本 準 備 金

預 り 金

そ の 他

固 定 負 債

退 職 給 付 引 当 金

役 員 退 職 慰 労 引 当 金

金　　　額

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

利 益 剰 余 金

そ の 他 利 益 剰 余 金

未 払 金

流 動 負 債

1 年 内 返 済 予 定 の 長 期 借 入 金

売 掛 金

電 子 記 録 債 権

受 取 手 形

買 掛 金

リ ー ス 債 務

未 収 入 金

預 け 金

そ の 他

未 払 消 費 税 等

前 受 金

リ ー ス 債 務

株 主 資 本

資 本 金

資 本 剰 余 金

資 産 除 去 債 務

固 定 資 産

建 設 仮 勘 定

差 入 保 証 金

繰 延 税 金 資 産

長 期 前 払 費 用

ソ フ ト ウ エ ア

投 資 そ の 他 の 資 産

そ の 他

長 期 借 入 金

建 物

工 具 、 器 具 及 び 備 品

構 築 物

機 械 及 び 装 置

車 両 運 搬 具

出 資 金

長 期 未 払 金

長 期 預 り 保 証 金

純 資 産 合 計

そ の 他

無 形 固 定 資 産

負 債 合 計

そ の 他

長 期 未 収 入 金 別 途 積 立 金

固定資産圧縮積立金

繰 越 利 益 剰 余 金

負 債 純 資 産 合 計資 産 合 計



（単位：千円）

科　　目 金　　　　　　額

66,152,906

55,868,756

10,284,150

6,642,897

3,641,253

66

2,405

32,979

2,980

1,251 39,683

44,497

10,030

1,201

3,443 59,172

3,621,764

15,561

36,682

35,000

26,537

23,991

12,685 150,458

131,431

25,073

11,331

10,196 178,033

3,594,189

1,011,967

36,120 1,048,088

2,546,101

（注） 記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。

リ ー ス 債 務 解 約 損

物 品 売 却 益

営 業 外 償 却 費

受 取 補 助 金

受 取 固 定 資 産 解 体 費

そ の 他

仮 払 消 費 税 控 除 不 可 分

当 期 純 利 益

経 常 利 益

税 引 前 当 期 純 利 益

固 定 資 産 除 却 損

受 取 火 災 賠 償 金

そ の 他

法 人 税 等 調 整 額

特 別 損 失

そ の 他

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

固 定 資 産 売 却 益

受 取 解 約 清 算 金

特 別 利 益

商 号 変 更 費 用

受 取 火 災 保 険 金

損 　益 　計 　算　 書
自 2023年４月１日
至 2024年３月31日

事 務 協 力 費

支 払 利 息

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費

営 業 外 費 用

売 上 総 利 益

売 上 高

売 上 原 価

営 業 利 益

受 取 利 息

営 業 外 収 益

そ の 他



(重要な会計方針に係る事項に関する注記)
１．資産の評価基準及び評価方法

(1) 有価証券
　満期保有目的の債券　　　　  　　　　 　　 償却原価法
　子会社株式及び関連会社株式　　　  　　　　 　　 移動平均法に基づく原価法
　その他有価証券 
　   市場価格のない株式等以外のもの　  　　  期末決算日の市場価格等に基づく時価法

（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は
  移動平均法により算定）

　　市場価格のない株式等　  移動平均法に基づく原価法
(2) 棚卸資産 移動平均法に基づく原価法(貸借対照表価額は、収益性の

低下に基づく簿価切下げの方法により算定しております)

２．固定資産の減価償却の方法
(1) 有形固定資産 (リース資産を除く) 定額法
(2) 無形固定資産 (リース資産を除く) 定額法
(3) リース資産 　 　　 　  　        　  　   

　所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産
自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の

方法を採用しております。

　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法

なお、所有権移転外ファイナンス・リース取引のうちリー

ス取引開始日が2008年3月31日以前のリース取引について

は通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によって

おります。

３．引当金の計上基準
(1) 貸倒引当金

　期末債権の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権について
は個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上することとしております。

(2) 退職給付引当金
　従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき計上して
おります。
　① 退職給付見込額の期間帰属方法
　　退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させる方法については、給付算
　定式基準によっております。
　② 数理計算上の差異の費用処理方法
　　数理計算上の差異は、その発生時における従業員の平均残存勤務期間(13～22年)による定額法により、翌事業年
　度から費用処理しております。

(3) 役員退職慰労引当金
　役員の退職慰労金の支出に備えるため、内規に基づき期末要支給額を計上しております。

４. グループ通算制度から単体納税制度への移行
2023年５月１日をもってグループ通算制度から単体納税制度へ移行しております。

５. 収益認識の基準
　当社は、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年3月31日改正）及び「収益認識に関する会計基準の
適用指針」（企業会計基準適用指針第30号　2021年3月26日改正）を適用しており、以下の5ステップアプローチに基づき、収
益を認識しております。

　　ステップ１：顧客との契約を識別する。
　　ステップ２：契約における履行義務を識別する。
　　ステップ３：取引価格を算定する。
　　ステップ４：取引価格を契約における別個の履行義務へ配分する。
　　ステップ５：履行義務を充足した時点で(又は充足するにつれて)収益を認識する。

個　別　注　記　表



　当社は、顧客の要望に合わせて総合的な物流サービスを提供しており、顧客との契約に当たっては、契約が備えるべき特性
の存在及び経済的実質が契約へ反映されている事を認識するとともに、当該契約の下で顧客へ移転することを約定した財又
はサービスの識別を行い、個別に会計処理される履行義務を識別しております。
　取引価格の算定においては、顧客へ約束した財又はサービスの移転と交換に企業が権利を得ると見込んでいる対価の金額
で測定しております。なお、顧客との契約には重要な金融要素は含まれておりません。
　当社では取引価格を各履行義務へ配分する必要のある契約を有しておりませんが、将来、配分の必要性のある契約が締結
された場合には、各履行義務を構成する財又はサービスを独立販売価格の比率で配分し収益の認識を行うこととしております。
　収益の認識は、履行義務が要件を満たす場合に限り、その基礎となる財又はサービスの支配を一時点又は一定期間にわた
り認識しております。

(収益認識に関する注記)
　当社は主として３PL事業と重量機工事業を行っております。
　３PL事業においては、国内における物流システムの構築、情報管理、在庫管理、受注管理、流通加工、物流センター運営、
工場構内物流作業及び輸配送などの物流業務の包括的受託等を行っております。契約において、保管物等の引き渡し等に
より履行義務が一時点で充足されると定められている場合には、作業の完了及び保管物などを引き渡した時点で収益を認識し
ております。契約において、一定期間にわたるサービスの提供が定められている場合には、その経過期間を考慮して収益を認
識しております。支払条件は主として１年以内の一般的な条件であり、延払等の支払条件となっている取引で重要なものはあり

ません。

　重量機工事業においては、特殊な重量品の輸送移設や各種機械設備輸送据付、移転サービス等を取扱う物流業務であり、
輸送、搬出、搬入、解体、組立、据付といった包括的な物流サービスを提供しております。当事業においては、包括的な物流
サービスを提供する場合もあれば、一部の作業のみを当社が請負う場合もあります。包括的な物流サービスを提供している場
合、各作業の相互関連性が高く、ある作業の進捗により他の作業が影響を受けることになるため、契約の観点において区分で
きません。契約に含まれる各作業は、作業単位で別個の履行義務とはならず、契約全体で単一の履行義務を構成しておりま
す。契約において、一定期間にわたるサービスの提供が認められている場合、その経過期間に応じて収益を認識しております。
支払条件は主として１年以内の一般的な条件であり、延払等の支払条件となっている取引で重要なものはありません。
　なお、会社計算規則第115条の２第１項に従い、「収益の分解情報」及び「当期及び翌期以降の収益の金額を理解するための
情報」の記載は省略しております。


